
男女共同参画推進行動宣言 

～ 性別にかかわらず誰もが輝ける社会の実現に向けた47
よんなな

チャレンジ！ ～ 

 

男女共同参画社会の実現を 21 世紀の最重要課題と位置づけた男女共同参画

社会基本法の施行から四半世紀が経過しました。この間、様々な取組が進めら

れてきましたが、我が国のジェンダー・ギャップ指数は未だに低迷し、男女間

格差が解消されず、女性の声が反映されにくい社会となっています。 

社会の半数を占める女性の能力が存分に発揮されないことは、社会の大きな

損失であり、人口減少が進む中で、我が国が活力を維持し、持続的に発展して

いくためには、性別にかかわらず誰もが個性や能力を最大限に発揮し、一人ひ

とりが幸福を実感できる社会の実現に向けた取組が不可欠です。 

日本という国を構成しているのは、まさに私たち 47 都道府県です。各地域

の取組と成果が積み重なれば国全体を変える力になることを心にとめ、都道府

県知事が一致団結して、強い思いをもって進めていくことが大切です。 

ついては、各都道府県が率先して行動し、地域から意識改革と行動変容を促

すとともに、誰もが活躍できる環境づくりを進めるため、以下のとおり共通の

行動項目を掲げ、各地域の実情に即した独自の施策を推進することをここに宣

言します。 

 

〈行動項目〉 

１．固定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアスの

解消に向けた取組を推進します。 

 

２．女性が積極的に管理職等にチャレンジできる環境づくりや、

誰もが希望に応じた働き方ができる体制の整備を進めます。 
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